
2022年度事業報告書

ＮＰＯ法人日本アジア球友団ラリグラス　

Ⅰ　事業期間

　2021年 10月 1日～2022年 9月 30日

Ⅱ　事業の成果

　当法人は昨年度に法人名を変更し、ネパールのみならずアジア各国との連携をより強めること
といたしました。その中で、当期はキャッチボールクラシック国際交流大会への参加やスリラン
カとの関係が深い立命館アジア太平洋大学有志との交流など、ネパール以外にも活動の輪を広げ
てまいりました。また、その一環として、２０２２年は日本とスリランカの国交樹立７０周年に
あたることから、これを記念する講演会も計画いたしましたが、こちらはスリランカの政治的混
乱から中止を余儀なくされました。

　また、ネパール国内においては、新たな試みとして「ＮＢＳＡラリグラスカップ」と銘打った
定期的な少年野球大会を開始いたしました。これは、試合や大会の機会に恵まれないネパールの
子どもたちが目標とできるような場を提供しようというもので、今後年１回の開催を計画してお
ります。その一方で、同国のスポーツを統括する国家スポーツ評議会の会長人事に関わる混乱に
より同評議会が一時的に機能停止になり、野球を含めて国内のスポーツの活動に支障をきたすと
いう困難も発生いたしました。

　以上のように、様々な困難がある中においても、当法人はスポーツを通じて日本とアジアをつ
なぐという目的のために新たな取り組みも含めて活動を進めてまいりました。

　なお、当法人は当期2022年 6月に事務所を大阪市城東区から港区に移転いたしました。当法人
は、新たな事務所を拠点に、次年度以降も様々な施策を実行し活動の発展に務めてまいります。

Ⅲ　事業の実施状況

　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）宮崎大学オンライン講座（10月 13日、6月1日）

　宮崎大学のオンライン公開講座「世界の野球事情」のネパール編でイッソーおよび小林が講師
を努めました。同講座は、世界各地で野球の普及・競技力向上に日本人の取り組みを紹介する全
２０回程度の講座で、昨年と今年の２回開催されました。

　（２）第１回ＮＢＳＡラリグラスカップ2021（12月 4日）

　試合や大会の機会に恵まれないネパールの野球少年たちの目標とすべくネパールで定期的な大
会を開催することとし、その第１回大会を開催いたしました。大会には６チームが参加いたしま
した。

　（３）キャッチボールクラシックオンライン国際交流大会2021（12月 4日、8月 7日）

　日本プロ野球選手会、福島ベースボールプロジェクト、福島中央テレビが主催したキャッチ
ボールクラシックの大会にネパールがオンラインで出場いたしました。なお、12月は2021年大会
の本大会、8月は2022年大会のプレ大会です。

　（４）ワンワールドフェスティバル（2月1日から2月28日まで）

　本年度もワンワールドフェスティバルに出展いたしました。今回が１６回目の出展です。今回
は、コロナ禍の影響によりオンラインでの開催となり、当法人は特設サイトに活動紹介の動画を
掲載するという形での出展となりました。



　（５）会報誌の発行（2021年 12月 25日）

　当法人の会報誌「ラリグラス通信」の2021年号を発行いたしました。

　（６）立命館アジア太平洋大学野球部の有志を訪問（2月 5日）

　別府市の立命館アジア太平洋大学の野球部有志から野球道具寄付の申し出を受け、別府市で野
球道具の受取および彼らとの交流をいたしました。

　（７）事務所移転（6月1日）

　 当法人事務所を大阪市城東区から港区に移転いたしました。

　（８）スリランカ、ネパール大使館等訪問（6月）

　日本スリランカ国交樹立 70周年記念講演会、名古屋アジア大会を見据えた活動など今後の活動
への協力をお願いするため、東京と名古屋の関係各所を訪問いたしまいた。

　（９）第２回ＢＦＣラリグラスカップ（9月23日）

　大阪市のＦＡＢフットサルパークにて、当法人のネパール人理事も参加した在日ネパール人の
フットサル大会「第２回ＢＦＣラリグラスカップ」が開催され、当法人も開催を支援いたしまし
た。

　（１０）侍ジャパン公式サイトで「世界の野球」執筆

　侍ジャパンの公式サイトでコラム「世界の野球」を執筆中で、2022年度は５回の掲載がありま
した。

　（１１）ナインフォースの活動

　当会は社会人硬式野球チームの運営母体となっております。ナインフォースは日常の練習や
オープン戦を行ったほか、公式戦としては都市対抗野球大会の奈良県予選などに出場いたしま
した。

Ⅳ　社員総会の開催状況

　第８回通常総会
　　　　（日　時）　　２０２1年１２月１ 8日　　１９時から１９時５０分まで
　　　　（場　所）　　大阪シティホテル京橋　会議室
　　　　（社員総数）　３７名
　　　　（出席者数）　２７名（うち委任状出席者１５名、書面表決者０名）
　　　　（内　容）
　　　　　　（１）2021年度活動報告
　　　　　　（２）2021年度決算の承認
　　　　　　（３）2022年度活動計画の承認
　　　　　　（４）2022年度活動予算の承認
　　　　　　（５）監事の選任の決議
　　　　　　（６）理事選任の報告
　　　　　　（７）質疑応答

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況

　当該事業期間中、毎月１回の定例会を開催いたしました。


